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実践女子大学生活文化学科 長崎ゼミからのお知らせ

（土・日）

ダイバーシティ（多様性）・インクルージョン（包摂性）の

10日11時-12時,
お友達登場

「なかよしカフェ」フォーラム
（裏面に案内）で

裏面に「なかよしカフェ」フォーラム案内あります

2019
-スペシャルニーズのあるお友達と一緒に-

「カルピス」はアサヒ飲料㈱の登録商標です



その為小学生以下のお子様は原則、保護者同伴時のみ提供可能と

なります。ご了承ください。

「カルピス」にはアレルギー特定原材料のうち
乳と大豆が含まれています

【注意事項】

企画：実践女子大学館生活科学部 生活文化学科 長崎研究室
協力：A君、Mさんとご家族
協賛：アサヒ飲料株式会社、実践女子大学ゼミナール活動等の学術的な活動活性化費

「カルピス」はアサヒ飲料㈱の登録商標です。

2019年度「なかよしカフェ」フォーラム
「スペシャルニーズのある子供のための包括的発達支援プログラム開発と実践

-音楽でつながる・音楽と生きる-」
主催：実践女子大学生活科学部生活文化学科・長崎ゼミ
日時：2019年11月10日（日）常磐祭 13時-14時30分
場所：1号館2F121教室 （「カルピス」のサービスは121教室で継続）
趣旨：長崎ゼミでは2015年度よりに月に2度、大学に来て下さるダウン症のA君（2歳～7歳）と
その保護者の方を対象に、「包括的発達支援プログラム」を開発し、ゼミの3,4年生がプログラ
ムごとにチームを作り、指導を行ってきました。今回のフォーラムでは5年間に開発したプログ
ラムの中から、音楽活動に焦点を当て、①A君への音楽活動による支援の成果と、②幼児期
に音楽活動を含む発達支援プログラムを受けて成人となり、障害者施設で介護職として勤務
され、また地域の楽団に参加して音楽活動、海外公演も行っているダウン症のMさんを迎え、
介護職としての仕事と入所者の方々とのコミュニケーション、また地域での音楽活動について
述べて頂きます。またMさんの育ちを支援されてきた保護者の方にその経緯を伺います。また
様々なフィールドで活躍されている音楽療法士・音楽活動の関係者に障害児への音楽活動の
意義を述べて頂きます。音楽教育、小児科学の専門家からもコメントを頂き、音楽を通した発
達支援のあり方を考えたいと思います。
＜スケジュール＞
司会進行：安部瑞帆・村上有咲（生活文化学科）
企画趣旨：安部瑞帆
第Ⅰ部 介護職として働くダウン症・Mさんの歩み
1．私の仕事、私と音楽―介護職としてはたらく、地域楽団で楽しむ― Mさん
2．Mさんを育てて伝えたいこと Mさんのお母様
第Ⅱ部 人と人をつなげる音楽の力
3．A君の音楽活動による成長 鈴木はるみ・八嶋佐紀子（（社）でんでん虫）・杉山志津枝（明
大学通信教育部大学院）・中田千絵（生活文化学科）
4．特別支援学校・幼稚部での音楽活動の可能性 根岸由香（筑波大学附属大塚特別支援学
校）
5．音楽活動による地域へのコンサルテーション 渡邉紀子（（社）でんでん虫）
6．専門の立場からコメント
1）音楽教育の立場から：越山沙千子（実践女子大学生活科学部生活文化学科）
2）小児科学・サックス奏者の立場から：塩川宏郷（実践女子大学生活科学部生活文化学科）

7.参加者からのコメント・ご意見
第Ⅲ部 Mさんの演奏・みんなで奏でよう、音楽
8．Mさんのエレクトーン演奏
9．参加者とともに奏でよう、音楽。

♫ No music, 
no life♪


